
(57)【要約】

【課題】　洗濯後、乾燥の速い靴甲被材及び、それを用

いた乾燥の速い靴を提供する。

【解決手段】　本発明の乾燥の速い靴に使用される靴甲

被材は、ナイロンやテトロン等のメッシュ生地、または

人工皮革や合成皮革からなる表材と裏材の間に、発泡体

が挿入されており、その発泡体は、比重０．０５～０．

２の独立気泡を有したＥＶＡ、ポリエチレン、ポリプロ

ピレンなどの熱可塑性樹脂、またはゴムからなる発泡体

を芯材として、その芯材の両面に薄手の発泡体が被覆さ

れているものである。また、本発明の乾燥の速い靴は、

前記靴甲被材を履き口部や舌部に使用し、その他の靴甲

被材は非保水性の素材を使用する。 

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
表 材 と 裏 材 と の 間 に 発 泡 体 が 挿 入 さ れ て い る 甲 被 材 や 履 き 口 部 材 や 舌 部 材 等 に 用 い ら れ る
厚 手 の 靴 甲 被 材 で あ り 、
前 記 発 泡 体 は 、 芯 材 と な る 発 泡 体 の 両 面 に 薄 手 の 被 覆 材 と な る 発 泡 体 が 積 層 さ れ て お り 、
芯 材 と な る 発 泡 体 は 、 比 重 ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ２ ０ の 非 保 水 性 の 発 泡 体 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 甲 被 材 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 芯 材 と な る 発 泡 体 は 、 Ｅ Ｖ Ａ 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 の 熱 可 塑 性 樹 脂 フ ォ
ー ム 、 又 は ゴ ム ス ポ ン ジ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 靴 用 甲 被 材 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 薄 手 の 被 覆 材 と な る 発 泡 体 は 、 非 保 水 性 の 発 泡 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は ２ 記 載 の 靴 用 甲 被 材 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 表 材 及 び 裏 材 は 、 ナ イ ロ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 等 の 合 成 繊 維 製 の 織 物 又 は メ ッ シ ュ 生 地 、
又 は 人 工 皮 革 や 合 成 皮 革 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ 記 載 の い ず れ か １ つ の 靴 用
甲 被 材 。
【 請 求 項 ５ 】
靴 甲 被 の 履 き 口 部 や 舌 部 に は 、 請 求 項 １ ～ ４ 記 載 の い ず れ か １ つ の 靴 甲 被 材 が 配 置 さ れ て
お り 、 靴 甲 被 の そ の 他 の 部 位 に は 、 非 保 水 性 の 靴 甲 被 材 が 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 靴 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 水 に 濡 れ た 場 合 や 洗 濯 後 に お い て 、 水 分 を 保 持 せ ず 乾 き の 速 い 靴 甲 被 材 及 び
そ れ を 用 い た 乾 き の 速 い 靴 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 市 販 さ れ て い る 靴 は 、 軽 量 感 及 び フ ィ ッ ト 感 を 得 る た め 、 更 に 、 価 格 が 安 い と い っ
た 理 由 に よ り 甲 被 の 裏 材 に 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム を 使 用 し て い る 。 ま た 、 靴 内 に 水 が 浸 入
し に く く す る た め に 甲 被 の 表 材 に は 合 成 皮 革 や 人 工 皮 革 を 多 く 使 用 し て い る 。
　 乾 燥 性 に 優 れ た 靴 と し て 、 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ２ ７ ７ ６ ０ 号 に は 、 ダ イ ビ ン グ シ ュ ー ズ
の 甲 被 材 に ネ オ プ レ ン ス ポ ン ジ を 主 な 素 材 と し て 、 該 ネ オ プ レ ン ス ポ ン ジ の 両 面 或 い は 片
面 に ジ ャ ー ジ 等 が 貼 り 合 わ せ さ れ た 靴 甲 被 が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ２ ７ ７ ６ ０ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム は 、 連 続 気 泡 タ イ プ の も の で あ る 為 、 水 分 を 吸 収 し や す く 、
通 気 性 に 乏 し い 合 成 皮 革 や 人 工 皮 革 な ど を 表 材 と し て 組 み 合 わ せ た 場 合 、 一 旦 吸 水 す る と
水 分 が 逃 げ に く い と い っ た 欠 点 が あ る の で 、 履 用 中 に 甲 被 が 濡 れ た り 、 洗 濯 を し た 場 合 、
乾 燥 す る ま で に か な り 時 間 が か か る 。 特 に ベ ロ の 部 分 や 履 き 口 部 分 は ウ レ タ ン フ ォ ー ム の
厚 さ が 厚 か っ た り 、 ま た 先 部 を 合 成 皮 革 や 人 工 皮 革 等 で 覆 わ れ た 構 造 は 最 も 乾 き に く い 部
分 で あ る 。
　 前 記 ネ オ プ レ ン ス ポ ン ジ の よ う に 、 水 に 濡 れ て も 水 が 沁 み 込 ま ず 、 乾 燥 が 速 い と い う 長
所 は 持 ち 合 わ せ て い る が 、 材 料 コ ス ト が 高 い と い う 欠 点 が あ る 。
　 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム に 代 わ る 安 価 で ク ッ シ ョ ン 性 に 優 れ た 靴 甲 被 材 が 求 め ら れ て い る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 本 発 明 の 履 き 口 部 や 舌 部 に 使 用 す る 靴 甲 被 材 は 、 表 材 と 裏 材 の 間 に 発 泡 体 が 挿 入 さ れ て
い る 靴 甲 被 材 や 履 き 口 部 材 や 舌 部 材 に 用 い ら れ る 厚 手 の 甲 被 材 で あ り 、 前 記 発 泡 体 は 、 芯
材 と な る 発 泡 体 の 両 面 に 薄 手 の 被 覆 材 と な る 発 泡 体 が 積 層 さ れ て お り 、 芯 材 と な る 発 泡 体
は 、 比 重 が ０ ． ０ ５ ～ ０ ． ２ ０ の 非 保 水 性 の 発 泡 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 芯 材 と な る 非 保 水 性 の 発 泡 体 は 、 水 に 濡 れ た 時 、 水 分 を 保 持 し な い も の で あ り 、 独
立 気 泡 を 有 す る 発 泡 体 や 撥 水 性 を 付 与 し た 発 泡 体 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 具 体 的 に は
、 芯 材 の 具 体 的 な 例 と し て 、 Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ 、 ポ リ エ チ レ ン フ ォ ー ム 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン フ
ォ ー ム 、 ゴ ム ス ポ ン ジ が あ げ ら れ る が 、 撥 水 化 し た 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム を 使 用 す る こ と
も で き る 。 又 、 芯 材 と し て の 機 能 を 有 す る た め に 、 ク ッ シ ョ ン 性 が よ く 、 比 重 が ０ ． ０ ５
～ ０ ． ２ ０ の 軽 量 な 発 泡 体 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 靴 甲 被 材 に お い て 、 薄 手 の 被 覆 材 と な る 発 泡 体 は 、 洗 濯 後 の 乾 燥 を 速 め る 為 に 、 非
保 水 性 の 発 泡 体 で あ る こ と が 好 ま し い 。
　 又 、 甲 被 材 の 表 材 や 裏 材 と 貼 り 合 わ せ さ れ る の で 、 接 着 性 の 良 い も の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 靴 甲 被 材 に お い て 、 表 材 及 び 裏 材 は 、 保 水 性 の も の が 水 分 を 保 持 し な い も の が 適 し
、 ポ リ エ ス テ ル や ナ イ ロ ン 等 合 成 繊 維 製 の 織 物 や メ ッ シ ュ 生 地 ， 人 工 皮 革 ， 合 成 皮 革 を 使
用 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 靴 は 、 水 に 濡 れ た 後 の 乾 燥 を 速 め る 為 に 、 前 項 で 説 明 し た 本 発 明 の 靴 甲 被 材 を
履 き 口 部 や 舌 部 に 配 置 し 、 そ の 他 の 甲 被 材 を 非 保 水 性 の 靴 甲 被 材 で 構 成 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
　 そ の 他 の 甲 被 材 に 用 い る 非 保 水 性 の 靴 甲 被 材 は 、 水 に 濡 れ た 場 合 、 水 分 を 保 持 し な い 素
材 で あ り 、 具 体 的 な 例 と し て 、 通 常 の 連 続 気 泡 タ イ プ の 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム や 保 水 性 の
良 い 綿 布 は 適 さ ず 、 合 成 繊 維 製 の 織 物 や メ ッ シ ュ 生 地 、 合 成 皮 革 、 人 工 皮 革 等 を 使 用 す る
こ と が で き る 。
　 本 発 明 の 靴 は 、 中 底 と 外 底 を 踏 ま ず 部 か ら 踵 部 の 間 で 繰 り 抜 き 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の メ ッ
シ ュ を 配 置 し て 靴 内 の 水 分 が 靴 底 よ り 放 出 さ れ る よ う な 構 造 に す る と 、 通 水 性 が 良 く な り
、 水 に 濡 れ た 後 、 さ ら に 乾 き の 速 い 靴 が 得 ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 靴 甲 被 材 を 履 き 口 部 や 舌 部 な ど 厚 手 の 素 材 に 使 用 す る と 、 水 に 濡 れ た 後 、 乾 燥
し や す い 靴 を 提 供 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 夕 方 、 靴 を 洗 っ て 干 し て お い て も 、 乾 き が
速 い の で 、 次 の 朝 に は 履 く こ と が で き る の で 、 手 軽 に 靴 を 洗 う こ と が で き る 。
　 又 、 本 発 明 の 靴 甲 被 材 は 、 表 材 と 裏 材 の 間 に 挿 入 し て い る 発 泡 体 は 、 比 重 が ０ ． ０ ５ ～
０ ． ２ の 芯 材 と な る 発 泡 体 の 両 面 に 薄 手 の 発 泡 体 が 被 覆 さ れ て い る の で 、 コ ス ト や 機 能 に
対 応 し て 、 芯 材 や 被 覆 材 を 適 宜 選 定 す る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 靴 甲 被 材 と し て 履 き 口 材 を 選 定 し た 。 実 施 例 の 履 き 口 材 を 実 施 例 １ 、 実 施 例 ２
と し て 設 定 し た 。
　 又 、 比 較 例 の 履 き 口 材 を 比 較 例 １ 、 比 較 例 ２ と し て 設 定 し た 。 そ し て こ れ ら の 各 履 き 口
材 を 水 浸 後 、 乾 燥 性 評 価 を 行 っ た 。
　 又 、 本 発 明 の 靴 に は 、 実 施 例 １ の 履 き 口 材 を 使 用 し た 靴 の 実 施 例 の 靴 と し て 設 定 し 、 比
較 例 １ の 履 き 口 材 を 使 用 し た 靴 を 比 較 例 の 靴 と し て 設 定 し 、 靴 の 洗 濯 後 の 乾 燥 性 評 価 を 行
っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
１ ． 履 き 口 材 の 構 成
　 履 き 口 材 の 構 成 は 、 表 材 が ポ リ エ ス テ ル メ ッ シ ュ 素 材 、 裏 材 が ポ リ エ ス テ ル 系 ニ ッ ト 素
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材 で あ り 、 こ の 表 材 と 裏 材 の 間 に 発 泡 体 シ ー ト が 挿 入 さ れ て お り 、 発 泡 体 シ ー ト は そ の 両
面 に お い て 、 表 材 及 び 裏 材 と 接 着 剤 等 に よ り 貼 り 合 わ せ さ れ て お り 、 ま た 、 芯 材 と 被 覆 材
と は 接 着 剤 に よ り 貼 り 合 わ せ さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 実 施 例 及 び 比 較 例 に 使 用 す る 発 泡 体 シ ー ト の 比 重 及 び 硬 度 を 表 １ に 示 す 。
表 １ に お い て 、 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム は 連 続 気 泡 タ イ プ 、 Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ は 独 立 気 泡 タ イ
プ の も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ４ 】
以 下 、 実 施 例 １ 、 実 施 例 ２ 、 比 較 例 １ 、 比 較 例 ２ の 履 き 口 材 の 構 成 を 示 す 。
　 ＜ 実 施 例 １ 　 履 き 口 材 ａ ＞
　 実 施 例 １ の 履 き 口 材 ａ は 、 下 記 の よ う な 構 成 で あ り 、 表 材 の ポ リ エ ス テ ル メ ッ シ ュ 素 材
は 、 発 泡 体 シ ー ト の 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム ４ ． ０ ｍ ｍ と 接 着 剤 に よ り 貼 り 合 わ せ さ れ て お
り 、 又 、 裏 材 の ポ リ エ ス テ ル 系 ニ ッ ト 素 材 は 、 Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ １ ． ５ ｍ ｍ と 接 着 剤 に よ り
貼 り 合 わ せ さ れ て い る 。
　 又 、 芯 材 の Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ ５ ． ０ ｍ ｍ と 被 覆 材 の Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ １ ． ５ ｍ ｍ 、 軟 質 ウ レ
タ ン フ ォ ー ム ４ ． ０ ｍ ｍ と は 接 着 剤 に よ り そ れ ぞ れ 貼 り 合 わ せ さ れ て い る 。
履 き 口 材 ａ の 構 成
表 材 ： ポ リ エ ス テ ル メ ッ シ ュ 素 材
発 泡 体 シ ー ト ： 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム ４ ． ０ ｍ ｍ ／ Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ ５ ． ０ ｍ ｍ ／ Ｅ Ｖ Ａ ス
　 　 　 　 　 　 　 ポ ン ジ １ ． ５ ｍ ｍ
裏 材 ： ポ リ エ ス テ ル 系 ニ ッ ト 素 材
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ＜ 実 施 例 ２ 　 履 き 口 材 ｂ ＞
　 実 施 例 ２ の 履 き 口 材 ｂ は 、 下 記 の 構 成 で あ り 、 表 材 の ポ リ エ ス テ ル メ ッ シ ュ 素 材 は 、 発
泡 体 シ ー ト の Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ １ ． ５ ｍ ｍ と 接 着 剤 に よ り 貼 り 合 わ せ さ れ て お り 、 又 、 裏 材
の ポ リ エ ス テ ル 系 ニ ッ ト 素 材 は 、 Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ １ ． ５ ｍ ｍ と 接 着 剤 に よ り 貼 り 合 わ せ さ
れ て い る 。 又 、 芯 材 の Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ ５ ． ０ ｍ ｍ と 被 覆 材 の Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ １ ． ５ ｍ ｍ と
は 接 着 剤 に よ り そ れ ぞ れ 貼 り 合 わ せ さ れ て い る 。
履 き 口 材 ｂ の 構 成
表 材 ： ポ リ エ ス テ ル メ ッ シ ュ 素 材
発 泡 体 シ ー ト ： Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ １ ． ５ ｍ ｍ ／ Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ ５ ． ０ ｍ ｍ ／ Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ
　 　 　 　 　 　 　 １ ． ５ ｍ ｍ 　 　
裏 材 ： ポ リ エ ス テ ル 系 ニ ッ ト 素 材
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ＜ 比 較 例 １ 　 履 き 口 材 ｃ ＞
　 比 較 例 １ の 履 き 口 材 ｃ は 、 下 記 の 構 成 で あ り 、 表 材 の ポ リ エ ス テ ル メ ッ シ ュ 素 材 は 、 発
泡 体 シ ー ト の 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム ４ ． ０ ｍ ｍ と 接 着 剤 に よ り 貼 り 合 わ せ さ れ て お り 、 又
、 裏 材 の ポ リ エ ス テ ル 系 ニ ッ ト 素 材 は 、 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム １ ５ ． ０ ｍ ｍ と 接 着 剤 に よ
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り 貼 り 合 わ せ さ れ て い る 。 又 、 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム １ ５ ． ０ ｍ ｍ と 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー
ム ４ ． ０ ｍ ｍ と は 接 着 剤 に よ り そ れ ぞ れ 貼 り 合 わ せ さ れ て い る 。
履 き 口 材 ｃ の 構 成
表 材 ： ポ リ エ ス テ ル メ ッ シ ュ 素 材
発 泡 体 シ ー ト ： 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム ４ ． ０ ｍ ｍ ／ 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム １ ５ ． ０ ｍ ｍ
裏 材 ： ポ リ エ ス テ ル 系 ニ ッ ト 素 材
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ＜ 比 較 例 ２ 　 履 き 口 材 ｄ ＞
　 比 較 例 １ の 履 き 口 材 ｄ は 、 下 記 の 構 成 で あ り 、 表 材 の ポ リ エ ス テ ル メ ッ シ ュ 素 材 は 、 発
泡 体 シ ー ト の Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ ３ ． ０ ｍ ｍ と 接 着 剤 に よ り 貼 り 合 わ せ さ れ て お り 、 又 、 裏 材
の ポ リ エ ス テ ル 系 ニ ッ ト 素 材 は 、 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム １ ５ ． ０ ｍ ｍ と 接 着 剤 に よ り 貼 り
合 わ せ さ れ て い る 。 又 、 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム １ ５ ． ０ ｍ ｍ と Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ ３ ． ０ ｍ ｍ
と は 接 着 剤 に よ り そ れ ぞ れ 貼 り 合 わ せ さ れ て い る 。
履 き 口 材 ｄ の 構 成
表 材 ： ポ リ エ ス テ ル メ ッ シ ュ 素 材
発 泡 体 シ ー ト ： Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ ３ ． ０ ｍ ｍ ／ 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム １ ５ ． ０ ｍ ｍ
裏 材 ： ポ リ エ ス テ ル 系 ニ ッ ト 素 材
【 ０ ０ １ ８ 】
２ ． 履 き 口 材 の 水 浸 後 の 乾 燥 性 評 価
　 実 施 例 １ （ 履 き 口 材 ａ ） 、 実 施 例 ２ （ 履 き 口 材 ｂ ） 、 比 較 例 １ （ 履 き 口 材 ｃ ） 、 比 較 例
２ （ 履 き 口 材 ｄ ） の 水 浸 後 の 乾 燥 度 合 い を 、 各 試 料 に 含 ま れ る 水 分 量 変 化 を 測 定 し た 。
　 試 験 方 法 は 、 各 試 料 の 大 き さ を ７ ｃ ｍ × ９ ｃ ｍ の サ イ ズ と し 、 予 め 乾 燥 状 態 で の 重 量 を
測 定 し た 。
　 次 に 各 試 料 に 水 を 十 分 吸 わ せ 、 手 で １ ０ 回 振 っ て 水 切 り を し 、 そ の 直 後 の 重 量 を 測 定 後
１ 時 間 毎 に 重 量 を 測 定 し た 。 そ し て 、 水 浸 後 の 試 料 の 重 量 か ら 乾 燥 状 態 で の 資 料 の 重 量 を
差 し 引 い て 求 め 、 表 ２ の ご と く グ ラ フ に 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ こ で 、 試 料 の 乾 燥 条 件 は 、 室 温 ２ ５ ℃ 、 湿 度 ６ ０ ％ で あ る 。
　 ＜ 結 果 の 考 察 ＞
実 施 例 １ 及 び 実 施 例 ２ の 履 き 口 材 は 、 比 較 例 １ 及 び 比 較 例 ２ の 履 き 口 材 に 比 べ て 、 ク ッ シ
ョ ン 性 も 良 く 、 水 浸 後 の 吸 水 量 が 非 常 に 少 な い た め に 速 く 乾 燥 す る こ と が で き た 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
３ ． 靴 で の 実 施 例 　
実 施 例 の 靴 と 比 較 例 の 靴 の 構 成 を 表 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ２ 】
以 下 、 実 施 例 の 靴 と 比 較 例 の 靴 の 詳 細 に つ い て 述 べ る 。
　 （ 実 施 例 の 靴 ）
　 実 施 例 の 靴 の 甲 被 は 、 履 き 口 部 お よ び 、 舌 の 一 部 に 前 項 で 説 明 し た ＜ 実 施 例 １ の 履 き 口
材 ａ ＞ を 使 用 し 、 飾 り 材 に は 合 成 皮 革 を 使 用 し 、 そ の 他 の 部 分 に は 、 ナ イ ロ ン 製 の ダ ブ ル
ラ ッ セ ル を 用 い た 。 こ の 靴 甲 被 を 表 ３ の 中 底 材 と 共 に 吊 り 込 み し 、 表 ３ の 底 材 を 接 着 剤 に
て 底 付 け し 実 施 例 の 靴 を 得 た 。
実 施 例 １ の 履 き 口 材 ａ の 構 成 は 下 記 の 通 り で あ る 。
　 ＜ 実 施 例 １ の 履 き 口 材 ａ ＞
表 材 ： ポ リ エ ス テ ル 系 メ ッ シ ュ
発 泡 体 シ ー ト ： 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム ４ ． ０ ｍ ｍ ／ Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ ５ ． ０ ｍ ｍ ／ Ｅ Ｖ Ａ ス
　 　 　 　 　 　 　 ポ ン ジ １ ． ５ ｍ ｍ
裏 材 ： ポ リ エ ス テ ル 系 ニ ッ ト
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ 比 較 例 の 靴 ）
　 比 較 例 の 靴 の 甲 被 は 、 履 き 口 部 及 び 舌 部 に 前 項 で 説 明 し た 比 較 例 １ の 履 き 口 材 ｃ を 使 用
し 、 飾 り 材 に は 合 成 皮 革 を 使 用 し 、 そ の 他 の 部 分 に は 、 ナ イ ロ ン 製 の ダ ブ ル ラ ッ セ ル を 用
い た 。 こ の 靴 甲 被 を 実 施 例 の 靴 と 同 じ 中 底 材 と 共 に 吊 り 込 み し 、 実 施 例 の 靴 と 同 じ 底 材 を
接 着 剤 に て 底 付 け し 比 較 例 の 靴 を 得 た 。
比 較 例 １ の 履 き 口 材 ｃ の 構 成 は 下 記 の 通 り で あ る 。
　 ＜ 比 較 例 １ の 履 き 口 材 ｃ ＞
表 材 ： ポ リ エ ス テ ル 系 織 物
発 泡 体 シ ー ト ： 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム ４ ． ０ ｍ ｍ ／ 軟 質 ウ レ タ ン フ ォ ー ム １ ５ ． ０ ｍ ｍ ／
　 　 　 　 　 　 　 Ｅ Ｖ Ａ ス ポ ン ジ １ ． ５ ｍ ｍ
裏 材 ： ポ リ エ ス テ ル 系 ニ ッ ト
【 ０ ０ ２ ４ 】
４ ． 靴 で の 水 浸 後 の 乾 燥 性 評 価
　 上 記 実 施 例 の 靴 と 比 較 例 の 靴 を 洗 濯 し 、 乾 燥 度 合 い を 比 較 し た 。
試 験 方 法 と し て 、 予 め 乾 燥 状 態 で の 各 靴 の 重 量 を 測 定 し た 。
次 に 各 靴 を ド ラ ム 式 洗 濯 機 で １ ０ 分 間 水 洗 い し 水 を 十 分 含 ん だ 状 態 に し 、 手 で １ ０ 回 振 っ
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て 水 切 り を 行 っ た 。 そ の 直 後 の 靴 の 重 量 を 測 定 し 、 以 後 １ 時 間 毎 に 重 量 を 測 定 し た 。
靴 に 含 ま れ る 水 分 量 を 靴 の 重 量 か ら 乾 燥 状 態 で の 靴 の 重 量 を 差 し 引 き 求 め た 。
各 靴 に 含 ま れ る 水 分 量 変 化 を 表 ４ の ご と く グ ラ フ に 表 し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ こ で 、 靴 の 乾 燥 条 件 は 、 室 温 ２ ５ ℃ 、 湿 度 ６ ０ ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ＜ 結 果 の 考 察 ＞
　 本 発 明 の 実 施 例 の 靴 は 、 比 較 例 の 靴 に 比 べ て 、 水 浸 時 の 保 水 量 が 非 常 に 少 な い た め に 速
く 乾 燥 す る こ と が で き た 。 　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 靴 甲 被 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 従 来 の 靴 甲 被 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ． 表 材
２ ． 裏 材
３ ． 被 覆 材 １
４ ． 芯 材
５ ． 被 覆 材 ２
６ ． 本 発 明 の 発 泡 体
７ ． 従 来 品 の 発 泡 体
８ ． 接 着 剤
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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